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学校関係者評価
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評

価
4　年間指導計画に設定した地域学校協働活動の90％以上を実施 A　学校評価アンケート「ア」③「地域連携教育活動」肯定的評価　８０％以上

3　年間指導計画に設定した地域学校協働活動の８０％以上を実施 B　学校評価アンケート「ア」③「地域連携教育活動」肯定的評価　７０％以上

2　年間指導j計画に設定した地域学校協働活動の７０％以上を実施 C　学校評価アンケート「ア」③「地域連携教育活動」肯定的評価　５５％以上

1　年間指導計画に設定した地域学校協働活動の実施が７０％未満 D　学校評価アンケート「ア」③「地域連携教育活動」肯定的評価　５５％未満

4　必要情報の90％以上を周知・意見交換 A　学校評価アンケート「ア」④「地域との一体化」肯定的評価　８０％以上

3　必要情報の80％以上を周知・意見交換 B　学校評価アンケート「ア」④「地域との一体化」肯定的評価　７０％以上

2　必要情報の70％以上を周知・意見交換 C　学校評価アンケート「ア」④「地域との一体化」肯定的評価　５５％以上

1　必要情報の70％未満を周知・意見交換 D　学校評価アンケート「ア」④「地域との一体化」肯定的評価　５５％未満

4　週４回以上の更新 A　学校評価アンケート「ア」②「情報発信」肯定的評価　８０％以上

3　週３回以上の更新 B　学校評価アンケート「ア」②「情報発信」肯定的評価　７０％以上

2　週２回以上の更新 C　学校評価アンケート「ア」②「情報発信」肯定的評価　５５％以上

1　週１回以上の更新 D　学校評価アンケート「ア」②「情報発信」肯定的評価　５５％未満

4　90％以上のクラスで意識して公開に努めた A　学校評価アンケート「ア」①「教育活動公開」肯定的評価　８０％以上

3　80％以上のクラスで意識して公開に努めた B　学校評価アンケート「ア」①「教育活動公開」肯定的評価　７０％以上

2　70％以上のクラスで意識して公開に努めた C　学校評価アンケート「ア」①「教育活動公開」肯定的評価　５５％以上

1　公開に努めたクラスが70％未満だった。 D　学校評価アンケート「ア」①「教育活動公開」肯定的評価　５５％未満

4　定時退勤日を月に4日以上設定（年48日以上設定） A　設定した定時退校日の達成割合が90％以上

3　定時退勤日を月に3日以上設定（年36日以上設定） B　設定した定時退校日の達成割合が80％以上

2　定時退勤日を月に2日以上設定（年24日以上設定） C　設定した定時退校日の達成割合が70％以上

1　定時退勤日を月に2日未満設定または設定なし（年24日未満設定） D　設定した定時退校日の達成割合が70％未満

4　ノー会議デーを平均週3日以上設定 A　1人当たりの月平均時間外在校等時間30時間以下の割合　90%以上

3　ノー会議デーを平均週2日以上設定 B　1人当たりの月平均時間外在校等時間30時間以下の割合　80%以上

2　ノー会議デーを平均週1日以上設定 C　1人当たりの月平均時間外在校等時間30時間以下の割合　70%以上

1　ノー会議デーの設定が平均週1日未満 D　1人当たりの月平均時間外在校等時間30時間以下の割合　70%未満

4　90％以上の授業で意識して指導した A　学校評価アンケート「イ」①「基礎基本習得」肯定的評価　８０％以上

3　80％以上の授業で意識して指導した B　学校評価アンケート「イ」①「基礎基本習得」肯定的評価　７０％以上

2　70％以上の授業で実施して指導した C　学校評価アンケート「イ」①「基礎基本習得」肯定的評価　５５％以上

1　70％未満の授業で実施して指導した D　学校評価アンケート「イ」①「基礎基本習得」肯定的評価　５５％未満

4　90％以上の授業で実施 A　児童・生徒アンケートで80％以上が自分の考えを表現し、学び合いで発言

3　80％以上の授業で実施 B　児童・生徒アンケートで70％以上が自分の考えを表現し、学び合いで発言

2　70％以上の授業で実施 C　児童・生徒アンケートで５５％以上が自分の考えを表現し、学び合いで発言

1　70％未満の授業で実施 D　児童・生徒アンケートで５５％未満が自分の考えを表現し、学び合いで発言

4  90％以上の指導場面で実施 A　学校評価アンケート「イ」②③④「学びに向かう姿勢」肯定的評価　８０％以上

3  80％以上の指導場面で実施 B　学校評価アンケート「イ」②③④「学びに向かう姿勢」肯定的評価　７０％以上

2  70％以上の指導場面で実施 C　学校評価アンケート「イ」②③④「学びに向かう姿勢」肯定的評価　５５％以上

1  70％未満の指導場面で実施 D　学校評価アンケート「イ」②③④「学びに向かう姿勢」肯定的評価　５５％未満

4　90％以上の授業で意識して指導した A　児童・生徒アンケートで８０％以上が肯定的な回答

3　80％以上の授業で意識して指導した B　児童・生徒アンケートで７０％以上が肯定的な回答

2　70％以上の授業で実施して指導した C　児童・生徒アンケートで５５％以上が肯定的な回答

1　70％未満の授業で実施して指導した D　児童・生徒アンケートで肯定的な回答が５５％未満

4　いじめ防止の授業を月に1回以上指導実施 A　学校評価アンケート「ウ」①「いじめ・体罰防止」肯定的評価　８０％以上

3　いじめ防止の授業を学期に2回以上指導実施 B　学校評価アンケート「ウ」①「いじめ・体罰防止」肯定的評価　７０％以上

2　いじめ防止の授業を学期に１回以上指導実施 C　学校評価アンケート「ウ」①「いじめ・体罰防止」肯定的評価　５５％以上

1　いじめ防止の授業を年に2回以上実施 D　学校評価アンケート「ウ」①「いじめ・体罰防止」肯定的評価　５５％未満

4　９０％以上の道徳授業で指導実施 A　学校評価アンケート「ウ」②③「規範意識や挨拶」肯定的評価　８０％以上

3　８０％以上の道徳授業で指導実施 B　学校評価アンケート「ウ」②③「規範意識や挨拶」肯定的評価　７０％以上

2　７０％未満の道徳授業で指導実施 C　学校評価アンケート「ウ」②③「規範意識や挨拶」肯定的評価　５５％以上

1　８１％未満の道徳授業で指導実施 D　学校評価アンケート「ウ」②③「規範意識や挨拶」肯定的評価　５５％未満

4　９０％以上の指導場面で実施 A　ＱＵ、もしくは、児童・生徒アンケートでの満足評価　８０％以上

3　９０％以上の指導場面で実施 B　ＱＵ、もしくは、児童・生徒アンケートでの満足評価　７０％以上

2　７０％以上の指導場面で実施 C　ＱＵ、もしくは、児童・生徒アンケートでの満足評価　５５％以上

1　７０％未満の指導場面で実施 D　ＱＵ、もしくは、児童・生徒アンケートでの満足評価　５５％未満

4　安全教育の授業で月に1回以上指導実施 A　学校評価アンケート「ウ」④⑤「安全意識・ネットマナー」肯定的評価　８０％以上

3　安全教育の授業で学期に2回以上指導実施 B　学校評価アンケート「ウ」④⑤「安全意識・ネットマナー」肯定的評価　７０％以上

2　安全教育の授業で学期に１回以上指導実施 C　学校評価アンケート「ウ」④⑤「安全意識・ネットマナー」肯定的評価　５５％以上

1　安全教育の授業で年に2回以上実施 D　学校評価アンケート「ウ」④⑤「安全意識・ネットマナー」肯定的評価　５５％未満

4  90％以上の授業で実施 A　学校評価アンケート「エ」①「進んで運動」肯定的評価　８０％以上

3  80％以上の授業で実施 B　学校評価アンケート「エ」①「進んで運動」肯定的評価　７０％以上

2  70％以上の授業で実施 C　学校評価アンケート「エ」①「進んで運動」肯定的評価　５５％以上

1  70％未満の授業で実施 D　学校評価アンケート「エ」①「進んで運動」肯定的評価　５５％未満

4  90％以上の指導場面で実施 A　学校評価アンケート「エ」②「食習慣・生活習慣」肯定的評価　８０％未満

3  80％以上の指導場面で実施 B　学校評価アンケート「エ」②「食習慣・生活習慣」肯定的評価　７０％以上

2  70％以上の指導場面で実施 C　学校評価アンケート「エ」②「食習慣・生活習慣」肯定的評価　５５％以上

1  70％未満の指導場面で実施 D　学校評価アンケート「エ」②「食習慣・生活習慣」肯定的評価　５５％未満

4  90％以上の指導場面で実施 A　児童・生徒アンケートで、肯定的評価　８０％以上

3  80％以上の指導場面で実施 B　児童・生徒アンケートで、肯定的評価　７０％以上

2  70％以上の指導場面で実施 C　児童・生徒アンケートで、肯定的評価　５５％以上

1  70％未満の指導場面で実施 D　児童・生徒アンケートで、肯定的評価　５５％未満

4  90％以上の指導場面で実施 A　児童・生徒アンケートで、肯定的評価　８０％以上

3  80％以上の指導場面で実施 B　児童・生徒アンケートで、肯定的評価　７０％以上

2  70％以上の指導場面で実施 C　児童・生徒アンケートで、肯定的評価　５５％以上

1  70％未満の指導場面で実施 D　児童・生徒アンケートで、肯定的評価　５５％未満

取組指標の評価基準例（結果数値からABCD評価へ）
取組指標平均　３．５以上　　　　　　　⇒　評価A
取組指標平均　３以上３．５未満　　　⇒　評価B
取組指標平均　２以上３未満　　　　　⇒　評価C
取組指標平均　２未満　　　　　　　　　⇒　評価D

学校関係者評価の評価基準例

令和8年3月31日

安全教育の全体計画を基に３領域をバランス
よく推進し、子どもたちが自身の安全を守ると
ともに他者や社会の安全に貢献できる力を育
てる。

体力テストの結果分析を生かした体育科の授
業時における持久走、マッスルタイム、体力向
上旬間を実施し、運動の日常化を行う。

家庭と連携した健康教育と給食食材の皮むき
体験やベジチェック活用による食育を推進す
る。

全体計画を基に、避難訓練を計画的に実施
し、いざというときに慌てず、即座に、適切な
避難行動をとることができる力を育てる。

子どもの主体的な活動を重視する。委員会、
クラブ、ちゅうおうタイム、実行委員会、係活動
などを実施する。

道徳科の授業では道徳的価値に基づく自己
の振り返りの時間を設置し、道徳的実践力を
育てる。

コミュニテイスクールを通じて、本校の教育活
動を周知し、意見交換を行う。

２０２６年度　町田市立成瀬中央小学校　学校経営計画・学校評価報告書（自己評価・学校関係者評価）　

毎週ノー会議デーを設定し、業務に集中して
取り組めたり、年次有給休暇を取得したりしや
すい環境をつくる。（毎週火曜日とする）

個に応じた指導を徹底し、つまずきを取り除
き、知識・技能を定着させる。

自分の考えを多様な方法で表現させ、協働学
習（アクティブ・ラーニング）を導入する。

主体的に学びに向かう児童子どもを目指し、
めあてをもって学習に取り組む態度を育てる。

プロジェクター、クロームの活用を推進し、め
あてに応じてＩＣＴを活用できる力を育てる。

人権を相互に尊重する姿勢を育て、いじめを絶対に
見逃さない生活指導を設定する。また、毎月学校い
じめ対応チームを開催し、専門機関とも連携を図りな
がら、学校のチーム支援力を高め指導を充実を図
る。

学校だより・学年だより、ホームページの更新
で保護者の安心できる情報を発信する。（ス
クールサポートスタッフを活用する。）積極的な情報発信と公

開を通して、教育活動へ
の理解を求める。

重点目標の成果と課題

保護者の気持ちに寄り添い、良好な人間関係
のもとに、教育活動を積極的に公開する。

社

会

に

開

か

れ

た

教

育

課

程

の

実

現

目指す学校及び子どもの姿
を家庭や地域社会と共有・
連携した学びを推進する教
育課程を実施する。

教員の働き方改革を推
進する。

地域の環境及び人材を
生かした体験的活動を
企画し、実施する。

ゲストティーチャーや地域ボランティアを積極
的に活用する。

全教職員が定時で退勤する定時退勤日を定
める。定時退勤日は年間スケジュールに入れ
て、全教職員に共有する。（毎週火曜日とす
る）

確
か
な
学
力
の
育
成

子どもが主体的に学ぶ授
業改革を進め、主体的・対
話的で深い学びを実現する
ことで、基礎的・基本的な知
識及び技能の確実な習得
と思考力、判断力、表現力
等とともに学び続ける力の
育成を図る。

授業をデザインする８つ
の取組を踏まえ、子ども
が「分かる　できる　楽し
い授業」を展開する。

学習への興味・関心を高
め、子どもの「学び続け
る力」を育てる。

豊
か
な
心
の
涵
養

自分の考えを伝え、他人の
考えを理解するとともに、多
様性を尊重し、自分と共に
他者を大切にする意識・意
欲・態度を育てる。

生命を大切にする心や
他人を思いやる心、規範
意識等を育む。

児童の自己有用感を高
め、人との関わりを通し
て自分も友達も大切にで
きる態度を養う 交通事故防止や不審者対応の安全意識、

ネットマナーなどを育成する。

　成果指標評価基準例
A⇒　取組・成果ともに十分評価できる
B⇒　取組・成果ともに評価できるが、さらに改善したい
C⇒　目標達成には至らないため、次年度の改善が必要
D⇒　重要な課題であるため、次年度、重点的に改善

※　学校からの十分な説明をもとに、学校運営協議会で成
果と課題、改善点について協議する。

学校教育目標
からだをきたえ　やりぬく子ども　よく考え　すすんで行う子ども　〇なかよく　助け合う子ども

○目指す学校像・・・・・・・・地域とともに学び続ける学校
○目指す児童・生徒像・・「笑顔で登校　満足で下校する子ども」
○目指す教師像・・・・・・・子どもを真ん中にし、協働して取り組む教師

学校経営の重点
　健やかな体づくり　対話的な学びの実現　挨拶　　ルールを守る・創る　ともにすすむ　「　（すたあと　START）」し続ける力の育成

健
や
か
な
体
の
育
成

生涯を通じて健やかに過ご
すための運動習慣・正しい
生活習慣を身に付けさせ、
丈夫な体とたくましい心を
育てるとともに、自助・共
助・公助の力を身に付ける
安全指導・安全教育を充実
する.。

運動の日常化と健康教
育及び食育の充実を図
り、基礎体力の向上を図
る。

安全な環境を整備し、自
己・他者の命や心身を守
る力を育成するための全
校体制を徹底する。

そ
の
他 成果指標平均 ８０％以上⇒評価A

成果指標平均 ７０％以上⇒評価B

成果指標平均 ５５％以上⇒評価C
成果指標平均 ５５％未満⇒評価D
成果指標平均 ８０％以上⇒評価A
成果指標平均 ７０％以上⇒評価B

成果指標平均 ５５％以上⇒評価C
成果指標平均 ５５％未満⇒評価D


